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中央銀行間スワップ取極の延長 
 

 

本日、カナダ銀行、イングランド銀行、欧州中央銀行、米国連邦準備制度お

よびスイス国民銀行は、米ドル・スワップ取極について、2014 年 2 月 1 日まで

延長することを公表することとした。当該米ドル・スワップ取極は、従来、2013

年 2 月 1 日まで継続するとされていたものである。 

 

また、上記中央銀行は、市場の状況によって必要とされる場合に、各国・地

域においてこれらの中央銀行がいずれの通貨でも流動性供給を行うことを可能

とするスワップ取極についても、2014 年 2 月 1 日まで延長することとした。当

該スワップ取極は、2013 年 2 月 1 日まで継続するとされていたものである。 

 

日本銀行も、次回の金融政策決定会合において、これらのスワップ取極の延

長を検討する予定である。 

 

 

各国中央銀行の措置 

各国中央銀行の措置については、下記ウェブサイト参照。 

カナダ銀行                      http://www.bankofcanada.ca 

イングランド銀行   http://www.bankofengland.co.uk 

欧州中央銀行       http://www.ecb.int 

米国連邦準備制度    http://www.federalreserve.gov 

スイス国民銀行          http://www.snb.ch 

以 上 

http://www.snb.ch/

